



















































































司法430条， 120条4款， 462条 1款， 4651款)。
5、責任的免除
対子董事、執行董事対公司的責任，原則上要求在得到所有股京的同意后オ可免除。 i主是方了碕
保各ノト股奈可以利用股末代表訴法行使対董事的責任追究(公司法120条 5款， 424条， 465条 2款)。
但是， :i圭反与盈利分室E等相夫財源規制吋，以仏核行方友生吋可分室工的金額方上限，通辻股末大会的
同意后可免除支付文条(公司法461条 2項， 462条 3項)。
男外，董事、執行董事的取条怠慢責任，在董事、執行董事善意且元重大辻失吋，可以免除以損
害賠住金額中拍除最低責任限度額之后的金額。(最低責任限度額~J i::亥董事等 1 年的平均額。即代表





































































































































当該行為に職務上関与した取締役・執行役 (120条 4項 .462条 1項.465条 1項)，③取締役会決議
に賛成した取締役(9 423 I③)も一定の場合に責任を負う。この関係で，取締役会の決議に参加
し議事録に異議をとどめない者は，その決議に賛成したものと推定される (9369V)。また，責任













免責方法としては，①株主総会の特別決議で事後的に責任を免除する方法 (94251)， ②監査 5
役設置会社(取締役が2人以上)または委員会設置会社において 定款の定めに基づく取締役の過 Z
半数の同意(取締役会設置会社では，取締役会決議)による方法 (94261)，③定款の定めに基づ包
く契約によって社外取締役の責任額を免除する方法 (94271)である。 巨
お
け
る
経
済
法
制
の
諸
相
三取締役の義務および責任に関する裁判例
(ア)日本サンライズ事件東京地判1993(平成 5)年9月21日判時1480号154頁
建物賃貸業を営むA杜が，定款を変更して営業目的に有価証券売買業を加え，この変更前に投資
顧問業者と投資一任契約を結んだ事案であるO バブル経済の崩壊により，多額の投資金額を失い，
株式投資のための借入金債務のみが残ってしまった。
取締役は，経営者に許された合理的裁量の範囲を超えるものと認められ，善管注意義違反の責任
を間われた。
(イ)大和銀行株主代表訴訟事件大阪地判2000(平成12)年9月20日判時1721号3頁
大和銀行ニューヨーク支庖において，同行の行員が無断かっ簿外に米国財務省証券の取引を行っ
て11億ドルの損失を出しこの損失を隠蔽するために顧客，大和銀行所有の財務省証券を売却し
大和銀行に11億ドルの損害を与えた事件である。
海外支屈の従業員の起こした不祥事について取締役らの責任を追及された。
九
六
89 
